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尿路感染症に対する Cefuroxime axetil (CXM-AX) の使用経験

松 本 哲 朗 ・北田真一郎 ・熊 澤 浄 一・

九州大学医学部泌尿器科

Cefuroxime(CXM)のprodrugて,経 口用抗生物質であるCefuroxime axetil(CXM-AX)を

急性単純性膀胱炎7例,慢 性複雑性尿路感染症12例 に使用し,有 効性,安 全性を検討した。

急性単純性膀胱炎に対しては,1回250mg,1日3回 投与とし,慢 性複雑性尿路感染症に対 し

ては,1回250mgな い し500mg,1日3回 投与 とし,投 与期間は3～13日 間 てあった。

臨床効果は,UTI薬 効評価基準によると,急 性単純性膀胱炎では,著 効2例,有 効2例 て,総

合有効率100%で あ り,慢 性複雑性尿路感染症では,有 効4例,無 効4例 で,総 合有効率50%で

あ った。主治医の判定は急性単純性膀胱炎では著効2例,有 効4例,や や有効1例 で,有 効率85.7

%,慢 性複雑性尿路感染症は有効3例,や や有効5例,無 効4例 で,(有 効率25%で あった。 細菌

学的効果ては,急 性単純性膀胱炎で菌消失率60%,慢 性 複雑性尿路感染症て菌消失率81.8%て あ

った。

副作用は全 く認めなかったが,3例 にGOTま たはGPTの 異常変動をみた。

経 口用 セ フ ェ ム系 抗 生 物 質 は す てに 多 くの もの が 一 般

臨床に使 用 され て い るが,い ず れ もい わ ゆ る第 一 世 代 セ

フェム系抗 生 剤 に属 す る もの で あ り,抗 菌 力,抗 菌 スペ

ク トラムには 制限 が あ る。

Cefuroxime axetil(CXM-AX)は 英 国Glaxo社 で

開発 され,第 二 世 代 セ フ ェ ム系 抗 生 剤 に 属 す るCefuro-

xime(CXM)のprodrugで あ る。 本 剤 は そ れ 自体 に

ほ とん ど抗 菌 作用 は な く,経 口投 与 に よ り腸 管 内 で 脱 エ

ステル化 されCXMと し て 吸 収 され,抗 菌 作 用 を 発揮

す ると報 告 され てい る1)。Fig.1に 構 造 式 を 示 した 。

CXMは す でに 報 告 さ れ て い る よ うに,β-lactamase

に安定で,緑 膿菌 を 除 くグ ラ ム陽 性 菌,グ ラ ム陰 性 菌 に

抗菌力を有 し,こ れ まで 経 口用 セ フ ェム系 薬 剤 で は効 果

の期待て きなか ったE.coli,Klebsiellaの セ フ ァ ロス

ホ リン耐 性株 やCitrobacter,Proteus,Enterobacter

にも抗菌 作 用 を示 し,H.influenzaeやN.gonorrhoeae

に対 して従 来の 軽 口用 セ フ ェ ム剤 に比 して強 い抗 菌力 を

有してい る2)。

今回,私 達 は 尿 路感 染症 に対 す る 本剤 の臨 床 効 果 お よ

Fig. 1 Chemical structure of CXM-AX

び安全性について検討したのて,そ の成績を報告する。

I.投 与対象,投 与方法および臨床効果判定

投与対象は1984年4月 より1985年6月 までに九州

大学医学部泌尿器科において,尿 路感染症と診断され,

治験参加の同意の得られた患者である。

投与方法は,急 性単純性膀胱炎に対 して は 本剤1回

250mg,1日3回,慢 性複雑性尿路感染症に対 しては1

回250mgな い し500mg,1日3回 食後に投与 し,投 与

期間は急性単純性膀胱炎には3日 間,複 雑性尿路感染症

には5日 間を原則とした。

臨床効果の判定は,症 状,膿 尿,細 菌尿を指標とした

UTI薬 効評価基準(第2版)31に 準 じて行なったが,主

治医(担 当医)に よる著効,有 効,や や有効,無 効の4

段階判定も行なった。また,自 ・他覚的副作用の有無を

観察 し,臨 床検査値に及ぼす影響を調べた。

II.成 績

症例は19例 で,年 齢は20歳 か ら78歳 までて,平

均48.9歳 であった。急性単純性膀胱炎7例,慢 性複雑

性尿路感染症12例 であった。

急性単純性膀胱炎の7例 ては,い ずれも1日 投与量は

750mgで,投 与期間は3日 から13日 までであった。

UTI薬 効評価基準に 合致した症例は4例 てあった。 症

例4は70歳 以上のため,症 例5,6は 投与前細菌尿陰

性のため除外 した(Table1)。 総 合臨床効果は著効2例,

有効2例,無 効0で,有 効率100%で あ った。症状に対

する効果は4例 とも消失,膿 尿効果は4例 とも正常化し

たが,細 菌尿効果ては 陰性化2例,不 変2例 で あった
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Table 1 Clinical summary of acute simple cystitis treated with CXM-AX

*A
.S.C.: Acute simple cystitis

Table 2 Overall clinical efficacy of CXM-AX in acute simple cystitis
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Table 3 Bacteriological response to CXM-AX

in acute simple cystitis

Table 4 Strains appearing after CXM-AX treatment

in acute simple cystitis

(Table2)。 細 菌 学 的 効果 で はE.coliが4株 検 出 され,

2株 消失 し,E.faeeali51株 も消 失 した 。消 失 率 は60%

て,ちった(Table3)。 投 与 後 出現 菌 はE.faeealis,Ente-

rococcus sp,とP.cepaciaの1株 ず つ で あ っ た(Table

4)。

慢性複雑 性 尿路 感 染 症 は12例 で,UTI薬 効 評 価 基 準

合致症例 は8例 であ った。 症 例12,15,16お よび症 例

18は 投与 前 の細 菌 尿陰性 ま た は 菌 量 不 足 の た め 除 外 し

た(Table5)。 慢 性 複雑 性 尿路 感 染症 に対 す る臨 床 効 果

は,有 効4例,無 効4例 で総 合 有 効 率50%で あ った。

膿尿効果は正 常 化3例,不 変5例 で あ り,細 菌 尿効 果 は

陰性化1例,菌 交 代5例,不 変2例 であ った(Table6)。

紐菌学的 効果 では,8菌 種11株 分 離 され9株 消 失 し,

81.8%の 消失 率 で あ った 。P.aerugino5aお よびP.ce-

Paciaの1株 ず つ 残存 した が,他 の菌 種 に は良 好 な成 績

て うった(Table7)。 投 与 後 出 現 菌 は7菌 種8株 であ っ

た(Table8)。 また,主 治 医 に よ る判 定 で は,急 性 単純

性膀胱炎 は著 効2例,(有 効4例,や や 有 効1例 で,有 効

率35.7%,慢 性複 雑 性 尿路 感 染 症 は有 効3例,や や 有 効

5例,無 効4例 で,有 効 率25%で あ った 。

副作用は 全 投 与 症 例19例 と もに 認 め な か った 。 ま

た,臨 床検査 値 の 変 動 をRBC ,Hb,Ht,WBC,GOT,

GPT,Al-P,BUN ,S-Crに つ い て検 討 した。

症例8に おい てGOTが91か ら122へ,GPTが84

から127へ 異 常変 動 を示 し,2ヵ 月後 に はGOT93,G

PT96と 使用 前 値 に 改 善 した。 症 例11はGOTが37

から45へ 症 例12はGPTが36か ら47へ 変 動 し
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Table 6 Overall clinical efficacy of CXNI-AX in complicated

Table 7 Bacteriological response to CXM-AX

in complicated U.T.I.

たが,い ずれも軽度の上昇であった(Table9)。

III.考 察

β-ラクタマーゼに安定なCXMは 緑膿菌以外の グラ

ム陽性および陰性菌に幅広い抗菌スベ クトラムを有 し,

すでに広く一般臨床に使用されている。我々は慢性複雑

性尿路感染症20例 に対する使用経験を報告 している。

その際の有効率は40%と やや低い結果であったが,効

果の期待されない緑膿菌を 除いた成績では 有効率67%

と良好な成績であった4)。

CXMのprodrugで あ るCXM-AXは 細菌学的には

CXMと 変化ないものと思われるが,今 回の検討では急

Table 8 Strains appearing after CXM-AX treatment

in complicated U.T.I.

性単純性膀胱炎に対 しては有効率100%,慢 性複雑性尿

路感染症に対 しては有効率50%と 良好な成績を示 し

た。細菌学的には,急 性単純性膀胱炎症例において,E.

coliの 消失率が50%と 低かったが,複 雑性尿路感染症

例においては,P.aeruginosa,P.cepaciaの 緑膿菌属の

残存をみたものの,E.coliを 含めて,全 株消失した。こ

のように,本 剤は緑膿菌属以外の菌による尿路感染症に

幅広く有効性の期待できる薬剤 と考えられた。

安全性に関しても,全 投与症例19例 に全 く副作用が

みられず,臨 床検査値の異常変動は3例 認められたもの

の,そ の変動は比較的軽度であったが,本 研究では投与
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期間 も比較 的短 く,症 例 数 も少 な い の で,安 全 性 に関 し

ては今後共 検討 を要 す る もの と考 え られ る。
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CLINICAL EXPERIENCES WITH CEFUROXIME AXETIL

(CXM-AX) IN URINARY TRACT INFECTIONS

TETSURO MATSUMOTO, SHINICHIRO KITADA and JorcHi KUMAZAWA

Department of Urology, Faculty of Medicine, Kyushu University, Fukuoka, Japan

Cefuroxime axetil (CXM-AX) was orally administered to 7 patients with acute simple cystitis (ASC)
and 12 patients with chronic complicated urinary tract infections (UTI) at 750 mg or 1, 500 mg/day.

Clinical evaluations were made in 4 cases of ASC and 8 cases of chronic complicated UTI according
to criteria of Japanese UTI committee. The effect in ASC was excellent in 2 cases and moderate
in 2 cases, and that in chronic complicated UTI was moderate in 4 cases and poor in 4 cases. Overall
effectiveness rate was 100% in ASC and 50%, in chronic complicated UTI.

Clinical side effect was observed in none of the cases, but elevation of transaminases (GOT and/or
GPT) was observed in 3 cases.


